
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ご褒美」 
副校長  武田  悠 

「いつになったら終わるんだろう…」 

学生時代、大学の休業期間が秋までだったこともあり、鹿児島で農業を営んでいる祖父母の稲刈りの手伝いに

毎年足を運んでいました。子供の頃は夏休みにしか帰省できなかったので、手伝える農作業は草刈り程度であり、

米に直接関われる作業ということで、最初に向かった大学１年生の秋は、少しわくわくしながら帰省しました。 

ところが、いざ田んぼに到着し、稲刈りが始まるとその思いは見事に打ち砕かれました。まず面食らったのが稲

刈りの方法です。小学校の教科書程度の知識しかなかった私は「コンバイン」で一気に刈り取ってあっという間に

終わるというのが最初のイメージでした。しかし、祖父が使っていた機械は「バインダー」という小型で、刈取りから

稲の結束までを行うもの。束になった大量の稲を一つ一つ拾って集めていくという作業から始まりました。次に驚

いたのが、刈った稲を掛けて天日干しするための「稲架（はさ）」作り。ものすごい長さと重さの竹を刈り終わった

田んぼの中に運び込み、物干しざおのように組み立てます。最後にまとめておいたすべての稲束を「稲架」に掛け

て太陽の光と風で乾燥させます。 

どの作業も本当に骨の折れる途方もないものばかりで、すべての田んぼの稲刈りが終わ 

るまで何日もかかりました。当時、祖父母が作り、東京へ送ってくれた米を食べて育っていた 

私は、これほどの苦労があることも知らずに当たり前のように食べていた自分を恥じると 

同時に、改めて祖父に感謝したいと思い、気持ちを伝えようと声を掛けました。 

 

「じいちゃん、稲刈りってほんに難儀なもんじゃ（本当に大変）ね。こげなふうに時間がかかるって知らんかったよ。

本当にいつもありがとうね。」 

「馬鹿言うでねえ。何も難儀なことなか。（大変じゃない）。いねかい（稲刈り）はご褒美じゃろうが。」 

 

 祖父のこの言葉に、私は強く胸を打たれました。思い返せば夏に帰省していた時、家族みんなが止めても台風で

雨風が強い中、田んぼや用水路の水位を確認しに祖父は出かけていました。害虫が発生していないか、稲が病気

にかかっていないか、草刈りはいつやるか、天気はどうか…稲刈りに至るまで私の想像が及ばないくらいの気苦

労を祖父は重ねてきたんだ、そんな祖父にとって稲刈りは喜びそのものなんだと感じるとともに、私の食事の際の

「いただきます」の言葉の重みが一層増した瞬間でもありました。 

 今年度も月に１度、生徒が自分の弁当作りに関わる「お弁当の日」の取組がスタートしました。「一昨日の晩御

飯はぱっと思い出せなくても、お弁当についての思い出は誰しもすぐに語れませんか？」先日行われた今年度１回

目の食育講話で、私は生徒にそう問いかけました。「食」は人が関わらなければ成り立たないものであるからこそ、

そこに自然と様々な思い出が生まれます。自分で弁当を作れば、自分に優しくなれます。自分を大切にできます。こ

れまで弁当を作ってくれた人に感謝の気持ちが芽生えます。誰かのために弁当を作れば、それを食べた人には、あ

なたの弁当の思い出がしっかりと胸に刻まれます。その人は、あなたへの感謝の気持ちが芽生えます。そして、その

思い出を胸に生きていきます。 

そういえば、もうすぐ祖父の命日だったと気づいたら、ふと祖父との稲刈りの思い出が蘇ってきました。「ちゃんと

今も気持ち込めて言えているか？」祖父からそんなふうに問いかけられている気がして、その日の晩御飯は、いつ

も以上に心を込めて言いました―――。「いただきます。」 

小 笠 原 村 立 小 笠 原 中 学 校 

学校だより 
学校フェイスブック 

https://www.facebook.com/ogasawara.jhs 

学校ホームページ 
https://www.ogachu.ogasawara.ed.jp 

 

 

令和７年５月１日 第２号 

小笠原村立小笠原中学校 

校 長 武 内  亮 



第１学年紹介                           第１学年主任  

１学年は中学校生活に慣れることを目標に４月を過ごし 

てきました。子どもたちはやる気に満ち溢れており、授業へ 

の取り組み、提出物なども意欲的に行っています。学級委 

員の決めた目標の「個性は宝物～認め合い、快適な環境 

へ～」には、一人ひとりの個性を認め合い、みんなが過ごし 

やすい環境を作っていこうという想いが込められています。 

お互いの気持ちを尊重しながら、みんなが笑顔になれる環 

境づくりに学年教員も協力していきます。 

 

 

第２学年紹介                           第２学年主任  

本年度第２学年は、   （１組担任）、     （副担任）、 

（学年主任）が担当します。１年間よろしくお願いいたします。 

昨年度の１年間で心身ともに大きく成長をし、４月の始 

業式を迎えたと思います。１年生の頃に培ってきた経験や学 

習してきたことを自信にして、２年生でも様々な場所でもて 

る力を存分に発揮してほしいです。そのためには、日頃の授 

業を大切に受けること、委員会活動や学校行事、部活動に 

積極的に取り組むことです。なかなか目に見えての成長は 

感じられないかもしれないですが、３月には見違えるほど 

逞しくなっていると思います。 

みなさんが充実した学校生活を送れるように応援していきます。日々前進！何事にも挑戦！頑張っていきましょう！ 

 

第３学年紹介                           第３学年主任  

３年生は 23 人での出発となりました。始業式の日には、いよいよ３年生というやる気と緊張感をもって登校して

きてくれました。入学式の準備や生徒会活動などでは、積極的に働こうとする姿が印象的で、さすが３年生と、とて

も頼もしく感じました。吹奏楽の授業では、１年生に優しく声をかけてあげたり、きちんと教えてあげたりと、先輩とし

て立派な姿を見せてくれています。これから１年間の間で、どんな姿を見せてくれるのか、どんな学校にしていって

くれるのかが、とても楽しみです。 

３年生のメインイベントは、６月に行われる修学旅行です。２年生の時からずっと実行委員会を重ねて、次の実行

委員会は 10回目になりました。３年間で培ってきたことを土台に、新たな気づきや学びが得られる 12日間に、そ

して仲間と過ごす最高の 12 日間にしようと、時間をかけて準備をしてきた行事です。今年は、例年の奈良京都に

加え、大阪関西万博や USJ に行ってきます。めったに見ることのできないものは、きっといい刺激になります。その

場でしか味わえない多くのことを学び取ってきてほしいと思います。また、集団で何かひとつのことを決めたり、進

めたりするということは、とても難しいことです。しかし、 

それを進める中で悩み、決断するということは、自分の 

人生においてかけがえのない学びになると思います。 

自分のことだけではなく、人を気遣い、助け合わなければ、 

12日間という長い時間は一緒に過ごすことはできませ 

ん。12日間親元を離れて生活することで、一回り大きく 

なって父島に帰ってきたいと思います。 

 

 

 



「令和７・８年度 人権尊重教育推進校」 指定を受けて  

研究主任          

小笠原中学校は令和７・８年度、東京都の人権尊重教育推進校に指定され、改めて人権尊重教育に関わる研

究を開始します。今回は学校で行われる「研究」や「人尊校」とは何なのか、今年度どんな取り組みが予定される

のかを紹介します。 

 

そもそも学校で行われている「研究」とは？ 

 教員の職務には日々の授業や行事運営、進路指導、生活指導以外にも「研修」や「研究」が含まれます。研修

には毎年行っている生徒の命を守るための AEDやエピペンの使い方に関する研修、いじめ防止や体罰防止のた

めの研修、毎年変わる東京都の入試制度に関する研修などがあり、指導法や考え方をアップデートしていく面が

強くあります。一方の「研究」は年間でテーマを決めて取り組むものです。例えば、「自分の考えや思いを相手に伝

わるように表現できる母島っ子」（Ｒ６年度母島小中学校）などのようにテーマを決めて、各教科の授業や学活、道

徳、総合的な学習の時間などの指導法を検討したり、工夫したりと研究を重ねます。 

 

小笠原中学校でのこれまでの「研究」 

小笠原中学校ではこれまでも「校務改善と授業改善に向けた ICT 活用の促進」（Ｒ５年度）や「自他の違いを

尊重した交流を通して考えを深める道徳教育」（Ｒ６年度）などのテーマを掲げて研究を重ねてきました。昨年度

のテーマには「道徳教育」とありましたが、道徳教育は「道徳」の授業だけでなく、各教科での指導や学校教育全

体で行う教育活動である、との認識のもと取り組みました。 

一方で小笠原中学校は小規模校であるため、各教科１名ずつしか教員はおらず、各教科授業の指導法の工夫

やその検討は同じ教科からの意見も聞けず、難しいのが現状です。そのため、全教員が同じ視点で取り組める

「道徳」の授業を中心に研究を行ってきました。各学年の道徳授業前には担当者が指導の略案を作成し、それを

もとに授業展開は適切か、どのように問いかけるかなどの検討を学年で重ねてきました。そして、実際の授業も参

観し、その後意見共有を行ってきました。 

 

「人権尊重教育推進校」とは？ 

東京都では人権尊重の理念を広く社会に定着させ、あらゆる偏見や差別の解消を目指すとともに、人権教育を

一層充実させるため、人権尊重教育推進校（以下、人尊校）を設置しています。人権教育の取り組みは多岐にわ

たり、「インターネットによる人権侵害」や「性自認・性的指向」などの個別的な視点からの取り組み、「法の下の平

等」や「自尊感情を高めるための学習」、「コミュニケーション能力を高めるための学習」など普遍的な視点から

の取り組みもあります。そして、人尊校に指定された学校では所属する生徒や学校、地域の状況に合わせて取り組

みを行うことになります。 

 

「人尊校」に指定された小笠原中学校のこれからの「研究」 

小笠原中学校では前述の通り、年度ごとのテーマに沿って研究を行ってきました。その過程で生徒アンケートを

実施した結果、「他者からの受容感、他者への受容感および自分の考えを積極的に相手に伝えることに消極的な

面」が見られました。また、「学年を追うごとに肯定的な回答が減っている」ことが分かりました。このことから次の

テーマを設け、学校教育活動全般（授業・行事等）を通して生徒への発問（質問・声がけ）や学習活動、学習形態

の工夫に力を入れ、人権尊重教育の研究を進めていく予定です。 

 

研究テーマ 

「自分自身の考えを安心して伝えられ、他者の考えも大切にできる生徒の育成」 

 

 学校だよりでは今後、各学年の道徳授業を中心に人尊校としての小笠原中学校の取り組みについてお伝えして

いく予定です。ご承知おきください。 



小笠原中学校１学期学校公開 授業の見どころ紹介 

 ５月７日（水）～１０日（土）の学校公開で行われる各教科の授業の取組内容やねらいなどを紹介いた

します。ご参考にしていただきながら、ぜひ生徒の学びの様子を参観していただければ幸いです。よろしく

お願いいたします。 

 

1 年生は、「ダイコンは大きな根？」という説明文での学習を予定しています。 

2 年生は、父島のおすすめを紹介する発表の準備、練習をします。 

3 年生は、「握手」という物語文での学習を予定しています。 

学年によって教材や活動が異なります。お子様の所属学年以外もぜひご参観ください。 

 

１年生は地理の授業で、世界のなかでの日本の位置や地理的特徴を学習します。２年生は歴史の授業で、安土

桃山時代の政治と文化について、織田信長と豊臣秀吉がどのようにして全国統一を進めたかを学習します。３

年生は歴史の授業で日清戦争・日露戦争を通して近代日本がどのように成長したかを学習します。 

 

どの学年も年度当初は数量の計算から始まります。１年生は正負の数、２年生は文字式を使った計算や説明、

３年生は展開や因数分解について学習しています。計算は数学の基礎。正確に素早く計算できるように、集中

して黙々と計算に取り組んでいます。 

 

2 年生：鉄と硫黄の化合についての学習を予定しています。 

3 年生：電池についての学習を予定しています。 

 

８日の５時間目は、１・２年生合同吹奏楽を行います。毎年、１年生の楽器が決定してから初めての練習は２

年生が教えています。１年前の自分を思い出しながら、優しく一生懸命教える２年生の姿。初めて手にする楽

器に緊張しながらも、音が出た！と喜ぶ１年生。年に１回だけの、小笠原中ならではの微笑ましい姿が見られ

ます。９日の３年生は、３年生だけで吹奏楽の練習をします。現在は、アラジンやジブリに挑戦中です。 

 

１年生：レタリング・・・レタリングの作業の中で、文字に込められた工夫を感じていきます。 

２年生：一版多色刷木版画・・・「私の好きな景色」をテーマに、遠近感を取り入れた構図の作品を制作します。 

３年生：絵巻物・・・「私の夢」をテーマに、水墨画で絵巻物を制作します。 

 

晴れれば校庭で「走幅跳」の授業をします。踏切にスムースに移れる最大スピードで、跳

躍し、今年も空中で上手に「長ズボンを履けるか？」期待しています！ 

 

1 年生：モノづくりには必ず何かがある。ということを考えてもらいます。 

2 年生：電源を安全に使用する技術（ブレーカについて）を予定しています。 

３年生：知的財産権について学習する予定です。 

 

１年生…「自分と家族のかかわりを考えよう・家庭生活を支える社会」について学習しま

す。自分の生活を振り返えりながら考えていく予定です。 

２年生…「衣服の手入れ」について学習します。洗剤の主成分である界面活性剤について

実験をする予定です。 

 

1 年生…自己紹介の表現を中心に予定しています。 

2 年生…自分の意見や考えの表現を中心に予定しています。 

3 年生…自分のやったこと、やり終えたことの表現を中心に予定しています。 

 

１年生…外来種駆除活動に向けて、小笠原諸島における外来種について学習を行います。 

２年生…硫黄島訪島についての調べ学習をします。過去・現在を知り、未来につなげる！ 

３年生…修学旅行まで残すところ１カ月ほどになりました。様々な準備を進めています。 

 

１年生…「父の言葉」という題材をもとに、思いやりや感謝について考えます。 

２年生…今回と次回とで、視点を変えて相手との関係について考えを深めていきます！ 

３年生…よりよい学校生活、集団生活の充実をねらいとして、「世界一のロッカールーム」という教材を使って

考えます。 



令和７年度 前期生徒会・委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもまつり 

4 月 26 日にこどもまつりが行われ、中学生もボランティアで参加しました。「紙トンボを作ろう」「こ

いのぼりとかぶとを作ろう」「三苫薫になろう（サッカー的あて）」「箱の中身はなんだろう？」の４つの

出し物を準備しました。小さいお子さんが楽しめるように作り方を教えたり、クイズを出したりしまし

た。たくさんの笑顔が見られ、中学生も楽しんでいました。お土産の柏餅は前日準備のときから中学生も

とても楽しみにしていました。今年もありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

セーリング体験について 

２年ごとに行われる小笠原ヨットレースの開催に併せて、日本セーリング連盟の皆様のご協力のもと、

５月２日（金）に１・２年生を対象にセーリング体験を実施いたします。詳細は先日BLENDにて配信いた

しました「体験セーリングのお知らせ」をご確認ください。 

 

学校公開について 

今年度１回目の学校公開を下記の通り実施いたします。ご多用のこととは存じますが、ぜひこの機会

にご参観をいただきますようご案内申し上げます。 

学校公開期間 

令和７年５月７日（水）～１０日（土） 

午前８時００分～午後６時００分 

※水曜日は午後２時０５分、土曜日は午後０時１０分までとします。 

その他 

・ 車でのご来校はご遠慮ください。 

・ 上履きをご持参ください。 

月 火 水 木 金 土 日 

 

 

   
 

１自転車安全点検 
尿検査２次 

サッカー部保護者会 

バレー部保護者会 

２○入  

セーリング体験 

（１・２年） 

内科検診 

３ 
憲法記念日 

 

４ 

みどりの日 

バレー部母島遠征 

５○出  

こどもの日 

バレー部母島遠征 

６ 
バドミントン部保護者

会 

７ 

学校公開（始） 

学校朝礼 

PTA 総会 

８ 

SC 勤務日 

尿検査２次予備日 

９○入○出  

避難訓練 
バドミントン部 

島しょブロック大会 

１０ 
土曜授業日 

学校公開（終） 

野球部保護者会 

１１ 
 

１２ 

 

１３ 
食育講話 

小笠原高校訪問 

（３年） 

１４ 
 

１５ 

 

１６ １７ 
 

１８ 

 

１９ ２０ 
 

２１○入  

芝生の日 

 

２２○出  

SC 勤務日 

 

２３ 

中央委員会 

２４ 

PTA ノロ落とし 

２５ 

PTA ノロ落とし

予備日 

２６ 
生徒会朝礼 

水泳指導始 

 

２７ 

 

２８ 

 

２９ 

 

３０ 
外来種駆除活動

（１年） 

３１ 
新体育館引っ

越し作業 

 

６月の主な予定 

・６月 ３日（火）～６月１４日（土）…３年生修学旅行【６月１６日（月）…３年生振替休業日】 

・６月 ６日（金）…外来種駆除活動（１年）予備日   ・６月１０日（火）…お弁当の日（１・２年） 

・６月１１日（水）…耳鼻科検診（１・２年）      ・６月１３日（金）…SC 勤務日 

・６月１４日（土）～６月１５日（日）…２年生硫黄島訪島事業【６月１６日（月）・１７日（火）…２年生振替休業日】 

・６月１８日（水）…第１回進路説明会          ・６月１９日（木）…食育講話・海練習 

・６月２０日（金）…避難訓練             ・６月２１日（土）…第１回数学検定 

・６月２３日（月）・２５日（水）…ＳⅭ勤務日      

・６月２５日（水）～６月２７日（金）…１学期期末考査 ・６月２８日（土）…第１回漢字検定 

・６月３０日（月）…役員会・各種委員会・中央委員会 


